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田植えから田の整備まで 

夏の初めに田植えをするところから、田の整備主に草刈りについての道具。 

 

● 田植え ●  

苗代で育った苗を取る。苗取り台に腰かけて行われる。苗代から本田に苗を運ぶことを苗運びという。苗 

運びの際に下記の苗籠を使用し苗を本田に運ぶ。日本の稲作は、苗代で育てた苗を本田に植える移植栽培と、 

直接本田に種籾を蒔く直蒔きの二つの栽培法が古くから行われてきた。埼玉県ではこの二つの栽培方法が採 

用されていた。直接種籾を本田に蒔く栽培法は、県内では摘田と呼ばれ、特に大宮台地周辺に集中している。 

日本列島が梅雨入りすると田植えが一斉に開始される。この時期の雨は、稲作にとっては恵みの雨である。 

埼玉県では田植えの最盛期が 6月 10 日頃からになる。 

 

 

 

 

 

 

                                 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ● 水揚げ ●  

田植え後、用水路などから水を田にいれる。越谷市西部では、末田用水（さいたま市岩槻区末田の末田須賀堰 

で元荒川から取水、大間野町内で綾瀬川と合流）、東部では葛西用水から用水を引いて、水揚げを行った。 
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■苗籠（なえかご） 

苗代で育てた稲の苗を取り入

れて、田植えする水田に運ぶ

籠。二つ一組で一荷とし、天秤

棒の前後に吊下げて担ぐ。 

(※苗籠は体験ができます） 

■揚水車（ようすいしゃ） 

水田に灌漑水を入れるために用いる水

車。水路より高いところにある場合に

は、水を汲み上げて田に入れなければ

ならない。そのために、縄をつけた振

釣瓶などと呼ばれる桶で汲み取った水

を放り投げるように田にいれるなど、

さまざまな方法がとられていた。踏車・

水車とも呼ばれた。 

  




